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従来，琉球列島の生物地理学的研究では，生物の分化要因として地史に注目

し，北，中,；南琉球を区切るトカラギャップとケラマギャップの影響が専ら重

要視されてきた。しかし，これらギャップの効果，つまり「古くからの地理的

分断」の効果が，単なる地理的距離による隔離の効果と交絡することには，注

意が払われてこなかった。地理的距離による隔離の効果は，生物地理パタンの

形成においてかなり普遍的なものであることから，これを考慮した上で，古く

からの地理的分断の影響について再評価する必要がある。

両ギャップは，初めに生物相の分化要因として言及され，その後ここからの

類推として，種内や近縁種群内の遺伝的分化を引き起こしているとの仮説が立

てられ，その検証が試みられている。これまでに発表者らは，琉球列島の植物

相の分化パタンとその形成要因について，主要な２６島におけるほぼ全種子植物

約1800種の有無を整理し，解析を行った。その結果，植物相は北，中，南琉球

間で分化を示したものの，従来ではケラマギヤップの効果に帰せられてきた中

琉球と南琉球間の植物相の分化は，その問の大きな地理的距離のみによって説

明されてしまうことがわかった（Nakamuraeta1.,2009.Ｊ.Bjogeog灰)。

今回は，同様の視点から，種内の遺伝的分化に対し古くからの地理的分断が

与える影響に関して，地理的距離による隔離の効果を考慮し再検討を行った，

分子系統地理学的解析について発表する。集団間の遺伝距離を算出し，これに

対する説明変数として，島間の地理的距離による隔離の効果と各ギャップの効

果（ギャップをはさむ島問にＩ，他にｏのダミー変数を与えた）を用い，無作為

化による重回帰分析（multipIeregressionondistancematrices，ＭＲＭ）を行った。

その結果，ケラマギャップをはさむ中琉球と南琉球の集団間に認められた遺伝

的分化は，その間の大きな地理的距離のみによって十分に説明されることがわ

かった。このことは，古くからの地理的分断をはさむ集団間の遺伝的分化につ

いて，地理的距離により隔離の効果を考慮することなく，その要因を無批判に

地史にＩ帯することは適当でないことを示している。


